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ERAWATCH は、欧州委員会が提供する、欧州連
合加盟各国及び FP7 関連国、また域外の第3国の国
及び地域レベルでの科学・技術の政策・システムに
関する詳細なレポートとデータであり、欧州研究領
域（European Research Area; ERA）構想実現に
寄与するものとされています。

実際には、欧州委員会が直接出資をする機関

Joint Research Centre - Institute for 
Prospective Technological Studies (JRC-IPTS) 

http://ipts.jrc.ec.europa.eu/

が管轄をしており、ERAWATCH ネットワーク

http://www.erawatch-network.com/

の協力な支援を受けています。これまでは FP の情
報源であった Cordis 下に置かれていましたが、最
近以下のサイトに移転され、より分かりやすい情報
提供がされるようになりました。

http://erawatch.jrc.ec.europa.eu/

欧州のみならず、アメリカや日本、中国やブラジ
ルなど、計61ヶ国のまとまった情報が得られる貴重
なサイトです。ちなみに、日本版を執筆されている
のは、在日欧州研究者ネットワーク EURAXESS 
Links Japan の情報オフィサーも務める Lee 
Woolgar 氏です。

2. ERAWATCH の新ウェブサイト
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第10号（2011年1月）にも掲載をしましたFP7 の 
OASIS プロジェクトの Scientific Advisory Board 
に関し、奈良先端科学技術大学院大学 産官学連携推
進本部 国際連携コーディネーターの樫原潤三氏よ
り、再度ご報告を頂きました。貴重な情報をお寄せ
下さったことに深く感謝し、以下に掲載致します。

---------------------------------------------------------

［日時］ 2011.11.14～11.16

［場所］ NH Milano Touring Hotel（ミラノ、イタ
リア）

［目的］ 国際連携活動

FP7・OASISプロジェクトの一連の会議に参加
し、欧州を主とした大学と企業の産官学連携の
形で推進されているFP7プロジェクト活動の実
態を把握するとともに、奈良先端科学技術大学
院大学の国際連携との接点を探る。

［議事］

11/14 OASIS事務局・コーディネータ・マネー
ジャーとの事前打ち合わせ（概要説明と資料確認）

11/15 実証実験視察；　 Buscate,　 Vanzaghello　
各区のシニアセンターでのユーザーによる実証実験

11/16 外部評価委員会（SAB）

［概要］

! SABメンバーとして、日本での知見を下に開発中
の各技術に関するコメントを行った。

! ユーザーフォーラムの形で行われた実証実験に参
加し、成果を確認するとともに、FP7に置けるプ
ロジェクトマネージメントの実際、とりわけ成果
の出し方を調査した。

! 参加企業団体との情報交換を行い、奈良先端科
学技術大学院大学との連携の可能性を探った。

（背景解説１．既報再掲）OASISプロジェクト

OASIS (Open architecture for Accessible 
Services Integration and Standardisation; (7th 
Framework Programme, ICT and Ageing ‒ 
Grant Agreement No: 215754)) は、ロゴにもあ
るようにオントロジーを基盤技術として、ICTを活
用した高齢者のQOL向上を目指した各種サービスの
統合環境の構築とその標準化および普及を行おうと
している。具体的なサービスは、高齢者を主たる対
象とした、栄養管理・交通ナビ・ウエアラブル生体
情報センシング・脳トレーニング・ホームコント
ロールなど11種があり、プロジェクト参画者は11
カ国34者（内2者は欧州外）で、研究機関・ハード
とソフトの開発業・製造業・システムインテグレー
タ・サービサーなどで、上流から下流までのシステ
ム構築と運用に必要なほぼ全ての業種をカバーす
る。

プロジェクトの期間は、2008～2011の4年度で、
最終年度には実証実験サイトをドイツ・イタリア・
ギリシャの3箇所に設営することになっている。

［内容］

1. ユーザーフォーラム＆実証実験

" 会場は、Buscate村とVanzaghello村のSenior　
Center　（図書館などが併設されている）

" OASISプロジェクトでは、開発する要素技術・
商品・システム・サービスのユーザーとしての主
たるターゲットである高齢者に対し、具体的な開
発項目

3. OASISプロジェクト Scientific Advisory Board 報告
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や仕様・目標に対するアセスメントを諮り、試
作品に対する使い易さの評価や改善提案等の
フィードバックを得るようにしている。

�¦�”�Ó�Ç�ï�¬�·�è�Þ�Ç�”

" 本年も、契約を取り交わした2地域の各約50人
（計100人程度）の高齢者ユーザーを集め、それ
ぞれの3～4グループに分かれて体験を行い、使
用勝手等に関するフィードバックを得た。プロ
ジェクトメンバーは約70人が4班に分かれて参
加。

" SABメンバーは会場を移動しながら全グループの
検討状況を視察した。

" 具体的には、PC・PDA・スマートフォンを使っ
た各種アプリの使用性・受容性の確認で、ユー
ザーと開発技術者が使用しながら直接意見交換を
行った。

" 特筆すべきは、行政機関との連携で、自治体に
とっての公式イベントとされており、オープニン
グセレモニーにはミラノ地方の知事がTV会議と
して参加、2地域（町/村？）の首長・福祉行
政・技術担当幹部は終日会議参加した。

" また、各グループには若者2, 3人がサポートに
入っているが、この方々はNGOのメンバーであ
る。すなわち、日常の活動としてNGOが高齢者
の支援に関わっており、この活動にプロジェクト
の成果を組み入れることになっている。

�•�¬�Æ�ˆ�x�•�i�w�­�q�p�‹�æ�˜�•�”

[所感１]

直接・間接の普及支援策として、行政の施策や条例
にまでプロジェクトの成果を組み入れる試みは、普
及の確実さや加速の面で非常に有効と思われる。　
日本での国プロのアウトプットは成果発表会にとど
まり、その後は企業活動に委ねていることを考える
と大いに参考となる。

しかし、欧州圏外からのSABメンバーとの雑談で
は、このようなこと（多数のNGO；準公務員の関
与）が現在のギリシャやイタリアの経済危機を招い
ているのではないかとの話もあった。

2. SAB;　外部評価委員会

" OASISプロジェクトでは、Scientific Advisory 
Board と呼んでおり、年1回実施される。今回は
4年のプロジェクト期間における最終回である。

���
���s�è�x�z�Š�Ó�é�´�£�«�Ä�w���ä�Æ�ˆ�q�W�Š�o�8��
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" 構成員は、欧州3名・USA1名・メキシコ1名・
日本1名（報告者）である。（内、欧州の2名は
今回は欠席）
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" OASISプロジェクトは、複数のサブプロジェク
トに分かれているが、SABでは全体の進捗状況
の確認と各サブグループの報告のほか、食事指導
ソフトウエア・歩行者ナビゲーションシステム・
脳トレについてのユーザーフォーラムでのフィー
ドバックと対応策が検討された。

" 実証実験は、イタリア・ミラノのほか、ギリ
シャ・ブルガリア・ルーマニア・UK・ドイツで
も行われており、その報告があった。

" SABメンバーからの講評が行われた。主な論点
は：

- グローバルな課題（少子・高齢化、医療危
機、ディジタルディバイドなど）の中での
OASIS プロジェクトの位置づけの確認。　

- オントロジーへの期待。異種サービスの統合
に欠かせないが、それぞれのオブジェクトに
ついてはその機器・サービス関係者が作成
し、トラブル事例などを反映するなどした信
頼性の担保が望まれる。

- 価格（機器とサービス）評価などの市場受容
性。　および、市場の立ち上がりの見込。

- プレーヤーについて；　啓蒙・普及段階と商
用段階における、バリューチェーンとキープ
レーヤー。

- 政策提言と標準化の方針。

（報告者からは、このほか、新たにプロジェク
トを構成する場合にはNAISTが貢献したい旨を
伝えた。）

［所感２］

“日本の企業や団体・大学がFP7に参画するには”と
の視点で見たとき、必須のプレーヤーは：

(1) コーディネータ（コンサル等を生業としている
私企業、NGO）；プロジェクトの形成と運営事
務を担う。

（OASIS プロジェクトの場合、“AGE Platform 
Europe” というベルギーのNGO）

(2) プロジェクトマネージャー（業務管理；信頼で
き、求心力のあるリーダー）

（同じく、“FIMI”（元フィリップス・イタリア
で、プロジェクト期間中に売却された。）のマ
ネージャー

(3) 技術的知見が豊富な技術リーダー

（同じく、“CERTH”（元ギリシャの国立研究所
で、プロジェクト期間中に半官半民となっ
た。）のマネージャー）

これらの存在下でないとプロジェクトの形成と推進
は難しいと思われる。たとえば、NEDOやJST、
NICTあるいはJ-BILATなどにNational Contact 
Pointとマネージメントを担っていただき、各参画
機関は開発に専念できるような体制作りが日本では
求められる。今後のコーディネーティングの情報収
集に当たってはこの点を確認しながら進めたい。

日本の商習慣・ビジネスクラスターとの大きな相違
点。

コーディネータの存在と認知の面で、日本では“自分
では実質的な仕事をせず、他人の褌で相撲を取る
輩”との見方をされること多いが、欧米では人的ネッ
トワークが豊富で調整力に秀でた人材として社会的
な評価と位置づけがされ、むしろこの存在なくして
連携を要する事業の構築はできないとも考えられて
いる。

視点を変えると、日本では一者がすべてを行おうと
するが、欧米では他者に委ねる・委ねられる習慣と
環境がある。たとえば卑近な例では、会議の議事録
の作成などの付帯的な業務を担う階層の人材が存在
し、研究者自らが行うことは少ない。委譲・分業が
根付いている。

（これらは、身分制度や社交界があったこと・ある
ことの名残と見るのは間違いか？。）
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原料も無く、ものづくりでの日本の優位性がどんど
ん失われていくかに見える昨今、知財やビジネスモ
デル・テンプレートビジネス等での立国を目指し
て、日本のプレゼンスを向上させるためにもこのよ
うな場に参加し、学び・実践して行くことが重要で
あると考える。

以上

[補足]

（背景解説２．既報再掲）

オントロジー開発の国際的取組みの必然性

現在様々な商品・システム・サービスが普及してい
るが、異なる事業者のそれらを相互接続・相互運用
しようとすると、それぞれのシステム毎の異なった
通信プロトコルや機器アドレス等の変換もしくは統
合とユーザーIDの管理なども必要になってくる。こ
れらを1つに統合する考えはあったものの、同業者
間での差別化競争や事業・技術分野間・地域間の文
化の違いなどの障害が予測されることから、有効な
実現の動きにはなっていない。たとえば、ひとつの
物であってもその分野独特の用語定義や意味合いが
異なり、安易な統合には誤った使い方などを誘発す
る安全性への懸念さえある。

このあたりが、オントロジー開発における市場要求
のうち、国際連携が必須と考えられる背景である。

現状での相互運用は、相互接続しようとするシステ
ム間で合意に基づき、それぞれの制御対象をオブ
ジェクト化し、それらのオブジェクト変換をバー
チャルマシン上で行う例がある程度であり、オント
ロジーの実装例は、同一ドメインでの相互接続に適
用した例はあるが、ドメインを跨っての例はない。

オントロジーは、用語や物そのものに隠蔽されてい
る意味理解に基づく体系化を可能にするので、上記
の変換等が著しく容易にできると言われており、複
数のシステム・サービスの相互運用実現の有望技術
として期待が膨らんでいる。

（背景解説３．既報再掲）

報告者のSAB (Scientific Advisory Board) への参
画経緯

オントロジー開発をコア技術としたFP7プロジェク
トの立ち上げを検討するとき、国際的な視野が必須
とされ、また一般的にもCallの当時（2008年）、
FP7として申請し採択されるためには、欧州のメン
バーだけではなく、北米・中南米・アジア・パシ
フィックからの参画があることが採択に有利に働く
と考えられていた。

また、外部評価委員会の設置はFP7プロジェクトの
採択の基準となっており、OASISプロジェクトでは
応募にあたり、この構成に広く世界からのエキス
パートを集め幅広く意見を聴取することをアピール
ポイントとしていた。

報告者は、これまで企業において技術戦略立案や国
際標準化活動に関わり、直接的な交渉の場に臨むだ
けでなく、背景理解の一環としていくつかの国際会
議やイベントをビジネス・技術の動向調査の場とし
て定点観測を行っていた。

これらの活動の中で知己を得た知人がOASISプロ
ジェクトにメンバーとして参画するに当たって、報
告者のこのSABへ参加要請があったものである。
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　 J-BILATプロジェクトによる今年最後のワーク
ショップは、英国大使館/英国総領事館及びEUIJ関
西との共催により東京及び大阪の２会場にて開催、
医療及びバイオテクノロジー分野を取上げました。

<日時>
東京：2011年11月21日（月）14:30 - 18:30
大阪：2011年11月23日（水・祝）14:30 - 18:30 

<会場>
東京：エッサム神田ホール　3F 大会議室
　（http://www.essam.co.jp/hall/ ）
大阪：大阪大学中之島センター
　（http://www.onc.osaka-u.ac.jp/ ）

<主催>
東京：J-BILATプロジェクト
大阪：英国総領事館

<共催>
東京：英国大使館
大阪；J-BILATプロジェクト及びEUIJ関西 

�f�˜�q	Ô�p�w�Æ
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　 東京会場には49名、大阪では30名程のご参加を
頂き、日本国内の関連する取組やFP7プロジェクト
への参加事例、英国の National Contact Point や
ドイツの経験豊かなプロジェクトマネージャーによ
る欧州の事例報告を頂きました。聴衆を交えた議論
では、特にコーディネーターやマネージャーの存在
の重要性が指摘されると共に、欧州での人材育成の
紹介がなされた他、知財の扱いなどについて質問や
意見が交わされました。

　 なお、当日のご講演資料は、下記ウェブサイトを
通じて公開しております。

http://www.j-bilat.eu/seminar/BPSW_4

4. ニュース (News)
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http://www.essam.co.jp/hall/
http://www.essam.co.jp/hall/
http://www.onc.osaka-u.ac.jp/
http://www.onc.osaka-u.ac.jp/
http://www.j-bilat.eu/seminar/BPSW_4
http://www.j-bilat.eu/seminar/BPSW_4
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　 ICT 分野で欧州とアジア太平洋地域（日本、韓
国、オーストラリア、ニュージーランド）との間の
連携強化をめざした EURASIAPAC プロジェクトの
最終ワークショップが開催され、J-BILATもパネリ
ストとして参加をしてきました。

日時： 2011年11月30日

場所： Radisson Blu Royal Hotel, Brussels（ベ
ルギー、ブリュッセル）

ウェブサイト： 
http://eurasiapac-fp7.eu/2011/05/30/agenda-
registration-final-eurasiapac-workshop/

　会議には90名程の参加があり、日本からも以下の
全てのセッションに於いて発表がなされ、プレゼン
スを高められたと思われます。

! Overview of S&T cooperation activities in 
APAC countries（欧州連合日本政府代表部一等
書記官　井上 淳 氏）

! Cooperation status and perspectives 
between Europe and Asia-Pacific (S&T 
Cooperation beyond the ICT theme) (J-
BILAT　市岡 利康)

! Cooperation priorities in ICT research 
between Europe and Asia-Pacific (NICT 欧州
連携センター長　菱沼 宏之 氏)

! Roadmap & opportunities (産業技術総合研究
所 情報技術研究部門長　関口 智嗣 氏)

なお、当日の講演資料は、上記ウェブサイトを通じ
て公開されています。
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　 日欧産業協力センター欧州事務所の主催により、
在欧の日系企業を対象としたセミナーを開催し、18
名のご参加を頂きました。

日時： 2011年12月1日

場所： Science 14（ベルギー、ブリュッセル）

ウェブサイト： 
http://www.eu-japan.eu/global/events/
seminar_01122011.html?year=2011

　欧州委員会 研究・イノベーション総局で国際協力
を担当する Jürgen Sanders 氏から氏の個人的体
験も交えた国際協力の重要性と可能性、続いて J-
BILAT の 市岡 利康 による欧州の枠組の歴史や詳
細、日本企業の参加機会とJ-BILAT プロジェクトに
よる支援の内容の説明を行いました。前日に発表さ
れた HORIZON2020 等、ご参加くださった企業の
多くが汎欧州の仕組を利用した研究開発に大きな興
味をお持ちであることが確認できました。

　J-BILAT では、FP7 や HORIZON2020 にご関心
をお持ちの研究機関、企業での個別セミナーもお受
けしておりますので、ご関心の方はお気軽にお申し
出下さい。

http://eurasiapac-fp7.eu/2011/05/30/agenda-registration-final-eurasiapac-workshop/
http://eurasiapac-fp7.eu/2011/05/30/agenda-registration-final-eurasiapac-workshop/
http://eurasiapac-fp7.eu/2011/05/30/agenda-registration-final-eurasiapac-workshop/
http://eurasiapac-fp7.eu/2011/05/30/agenda-registration-final-eurasiapac-workshop/
http://www.eu-japan.eu/global/events/seminar_01122011.html?year=2011
http://www.eu-japan.eu/global/events/seminar_01122011.html?year=2011
http://www.eu-japan.eu/global/events/seminar_01122011.html?year=2011
http://www.eu-japan.eu/global/events/seminar_01122011.html?year=2011
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�y 欧州連合の新成長戦略、Europe2020 のフラッグ
シップイニシアチブの一つである「イノベーション連
合」が発表されて一年が経ち、初めての大規模なコ
ンベンションが、12月初旬に開催されました。欧州
委員会のジョゼ・マヌエル・バローゾ委員長やWHO
のマーガレット・チャン事務局長、ライアンエアー
のマイケル・オリーリーCEOといったハイレベルの
政策決定者や各界の代表者など、1200人規模が登録
をした重要なイベントです。

日時： 2011年12月5～6日

場所： Square - Brussels Meeting Centre（ベル
ギー、ブリュッセル）

ウェブサイト： http://ec.europa.eu/ic2011
 （プログラムや各講演ビデオの閲覧が可能）

　 冒頭のバローゾ委員長の挨拶では、単に製品開発
のみでなく、社会をどう発展させ、どう改善してい
くかに於いてイノベーションが重要で有ること、ま
た HORIZON2020 において、FP7に比べ46％増と
なる800億ユーロを越える野心的な予算が提案され
たこと、欧州委員会が委員長の直下に主席科学顧問
（Chief Scientific Advisor）として、スコットラン
ドの同様のポジションを5年務めてこられたアバ
ディーン大学分子細胞生物学科長の Anne Glover 教
授を任命する事等が発表されました。

　 その後、女性イノベーター賞の発表、ドイツのメ
ルケル首相によるビデオメッセージに続き、以下の
ような内容のセッションが持たれました。

! Building a global Innovation Economy 

! Innovation in Action ‒ Delivering Better 
Healthcare Globally

! In search of a better problem

! Doing Innovation ‒ Master Classes

! Innovation in action

! Curiosity-driven science: Philanthropy or 
economic necessity?

! Open innovation and public policy in Europe 

! Macrowikinomics: Innovation in the age of 
networked intelligence

この他に、The European Institute of Innovation 
and Technology (EIT) 他が主催する多数の周辺
セッション、EC 関連機関や公募によって選ばれたや
欧州プロジェクトによる研究・イノベーションの成
果の展示が行われ、情報収集や技術の目利きにも役
立ったと思われます。

http://ec.europa.eu/ic2011
http://ec.europa.eu/ic2011
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 冒頭のセッションでは、Alcatel-Lucent の Ben 
Verwaayen 氏やケンブリッジ大学の Leszek 
Borysiewicz 教授、イタリアを代表するファッショ
ンブランド FENDI の Silvia Venturini Fendi 氏らの
参加の下、イノベーションには才能（人材）、それ
を支える基盤と大胆さが必要であるとの認識に立
ち、失敗を恐れず古い組織を壊して新しいアイディア
に挑戦することの必要性等が議論されました。

　また、Curiosity-driven science のセッションで
は、2010年のノーベル物理学賞受賞者 André 
Geim 教授（マンチェスター大学 ）が、新しいアイ
ディアやまだ実現されていない技術の探求（blue-
sky research）への投資は慈善事業ではなく経済的
な必要性によるものであるとの興味深い講演をされ
ました。

　更に Macrowikinomics のセッションでは、カナ
ダの Don Tapscott 氏が、自身の著作も交え、封建
制から印刷術の発展により産業化時代に移行したも
のが、現在はインターネットの出現によりネット
ワーク化された知の時代に移行したという分析、及
びその中で生き抜くための戦略について、明確な講
演をされました。

　 閉会の前のセッションでは、研究・イノベーショ
ン担当の欧州委員 Máire Geoghegan-Quinn 氏が 
Microsoft の Chief Research and Strategy 
Officer である Craig Mundie 氏とアバターを通じ
て会話をするという趣向でまとめがされました。

�y 今回の会議を通じ、日本が何度も言及され、例え
ば医療に関し長期的な助成をきちんと行っている国

はアメリカではなく日本であるという発言がされる
など、欧州にとって依然として重要な競争相手であ
る事が印象づけられると同時に、中国、インド、ア
メリカ、カナダからゲストが呼ばれる一方で日本か
らの登壇者が全く無かったことは残念でした。今
後、J-BILAT 他の活動を通じ、連携の強化と日本の
プレゼンスを高めていけたらと思います。

�������� �5�I�F�� ���U�I�� �,�&�4�5�$�"�1�� �5�P�Q���E�P�X�O��

�'�P�S�V�N

�y FP7 の基盤整備プログラム (Capacities) の中に
は、国際協力が7つの重点項目の1つとして含まれて
おり、特に欧州連合と科学・技術協力協定を結んで
いる国を対象に、連携の強化を進めるのが BILAT プ
ロジェクトです。日本を対象にしたものがご存知 J-
B I L AT ですが、お隣韓国のプロジェクトは 
KESTCAP と呼ばれます。12月に最終のイベント
（The 5th KESTCAP Top-down Forum）を開催
されました。

日時： 2011年12月6～7日

場所： Lotte Hotel（ソウル、韓国）

　 この会合に J-BILAT からコーディネーターの 
Fabrizio Mura が参加をし、Case Study on 
Neighbour Countries’ STI cooperation with the 
EU のセッションにて発表を行うと共に、今後の展
望についてのパネルディスカッションに参加をして
きました。J-BILAT よりも早くから取組を行なって
きた韓国に加え、同時に招かれたオーストラリアや
台湾の事例にも触れることが出来、今後の活動に参
考となる良い機会でした。

　 KESTCAP プロジェクトに関しては、以下のウェ
ブサイトが存在します。残念ながら、今回のイベン
トに関しては本ニュースレター発行時点では情報が
載せられていないようです。

ウェブサイト： http://www.kestcap.org/en/

http://www.kestcap.org/en/
http://www.kestcap.org/en/


�+���#�*�-�"�5���/�F�X�T�M�F�U�U�F�S���/�P������������

�/�P�W�F�N�C�F�S���%�F�D�F�N�C�F�S����������

13

�������� ���M�³�ï�Ù�´�¢�Ü�®�ð�I�T�T�’�_�h
�

�&
C
\�¯

　J-BILATプロジェクトの協力機関でもある理化学研
究所の脳科学総合研究センターと慶応義塾大学は、
内閣府最先端研究開発支援プログラム「心を生み出
す神経基盤の遺伝学的解析の戦略的展開」の国際シ
ンポジウムを開催されますのでご紹介します。

　 このプログラムでは、遺伝子改変マーモセットを
用いた研究など、さまざまなアプローチから脳の高
次機能メカニズムを明らかにし、種を越えた心の神
経基盤を明らかにすることを目指しています。この
シンポジウムでは、モデル動物作製と神経発生に関
して幹細胞から考察することにより、その解明に迫
ります。本プログラムの研究手法に関する議論も行
いますので、積極的に参加いただける方のご来場を
お待ちしています。

日時： 2012年1月17日（火）～18日（水）
場所： 慶應義塾大学三田キャンパス北館ホール

対象： 脳科学に関心のある方で、特に発生工学、神
経発生の分野の研究者及び一般の方。

参加費：　無料

使用言語：　英語

問い合わせ先
first-gbm@or.knt.co.jp （シンポジウム事務局）

お申込み
http://www.brain.riken.jp/jp/event/StemCell/

���������4�Q�B�D�F���&�6

　これまで何度かご紹介している National Contact 
Point は各国で組織されるものですが、分野毎に各
国の NCP の集まる組織が存在し、それぞれがプロ
ジェクトとして運営されています。宇宙分野のもの
は COSMOS と呼ばれ、コーディネーターのドイツ
航空宇宙センター（Deutsches Zentrum für Luft- 
und Raumfahrt, DLR）の下、NCP 間のネットワー
クが構築されています（下記 URL 参照）。

http://www.fp7-space.eu/

　現在の COSMOS が2012年3月に終了し新しいプ
ロジェクトに移行するのを機に、下記のイベントを
開催され、欧州における宇宙分野プログラムの概観
やHORIZON2020 も含めた今後の展望が紹介される
他、マッチメーキングの機会も設けられます。既に
申込み受付が始まっています。

日時： 2012年2月28日～29日

場所： DIAMANT Conference Centre, ブリュッ
セル、ベルギー

使用言語：　英語

URL: http://www.b2match.eu/spaceeu

���™�w���È�b�”�5�`

http://www.keio.ac.jp/ja/access/mita.html
http://www.keio.ac.jp/ja/access/mita.html
mailto:first-gbm@or.knt.co.jp
mailto:first-gbm@or.knt.co.jp
http://www.brain.riken.jp/jp/event/StemCell/
http://www.brain.riken.jp/jp/event/StemCell/
http://www.fp7-space.eu
http://www.fp7-space.eu
http://www.b2match.eu/spaceeu
http://www.b2match.eu/spaceeu
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　エネルギー分野での日・EU 研究開発協力に関して
は、既に双方の話し合いにより、太陽光発電、エネ
ルギー貯蔵、CCS の3つの重点テーマが設定されて
います。その内の一つ、CCS に関連したイベントが
幾つか開催されますので、まとめてご紹介します。

������������ �$�$�4�� �ë�”�«�³�ã�¿�Ó�� ���� �þ�q�ù�™�•�²�Z�h�†


¶
Q
°�A����  

日時： 2012年1月18日（水）10:30～17:35

場所： ベルサール汐留 2Fホール（東京）

参加費： 無料

使用言語： 日本語・英語（同時通訳有り）

URL:
http://www.rite.or.jp/Japanese/labo/choryu/
workshop/ccsworkshop2012.html （日本語）

http://www.rite.or.jp/English/lab/sequestration/
workshop/workshop2011.html （英語）

�������������*�B�O���8�S�J�H�I�U���­	$�è���q　

 九州大学カーボンニュートラル･エネルギー国際研
究所（I2CNER）では、National Oceanography 
Centre（英国）の Ian Wright 教授を招き、欧州の
海底下CCSプロジェクトであるECO2

http://www.eco2-project.eu/

に関する講演を企画されています。

日時： 2012年1月20日（金）16:00～

場所： 九州大学 伊都キャンパス 稲盛ホール

講演題名： ECO2: Science and technology for 
monitoring, measurement, and verification at 
offshore CCS storage sites

使用言語：　英語

問合わせ先： I2CNER研究支援・国際連携グループ 
（wpikenkyu@jimu.kyushu-u.ac.jp）

お申込み
https://i2cner.kyushu-u.ac.jp/ja/seminar/
index.php?code=20

������������ �(�)�(�5���������� �H�����s�9�è�®�L�¨�µ
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次回は日本で開催の予定です。

日時： 2012年11月18～22日

場所： 国立京都国際会館

アブストラクト（論文要旨）受付期間：
2011年9月26日～2012年2月10日

URL: http://www.ghgt.info/index.php?/Content-
GHGT11/ghgt-11-overview.html

http://www.rite.or.jp/Japanese/labo/choryu/workshop/ccsworkshop2012.html
http://www.rite.or.jp/Japanese/labo/choryu/workshop/ccsworkshop2012.html
http://www.rite.or.jp/Japanese/labo/choryu/workshop/ccsworkshop2012.html
http://www.rite.or.jp/Japanese/labo/choryu/workshop/ccsworkshop2012.html
http://www.rite.or.jp/English/lab/sequestration/workshop/workshop2011.html
http://www.rite.or.jp/English/lab/sequestration/workshop/workshop2011.html
http://www.rite.or.jp/English/lab/sequestration/workshop/workshop2011.html
http://www.rite.or.jp/English/lab/sequestration/workshop/workshop2011.html
http://www.eco2-project.eu/
http://www.eco2-project.eu/
mailto:wpikenkyu@jimu.kyushu-u.ac.jp
mailto:wpikenkyu@jimu.kyushu-u.ac.jp
https://i2cner.kyushu-u.ac.jp/ja/seminar/index.php?code=20
https://i2cner.kyushu-u.ac.jp/ja/seminar/index.php?code=20
https://i2cner.kyushu-u.ac.jp/ja/seminar/index.php?code=20
https://i2cner.kyushu-u.ac.jp/ja/seminar/index.php?code=20
http://www.ghgt.info/index.php?/Content-GHGT11/ghgt-11-overview.html
http://www.ghgt.info/index.php?/Content-GHGT11/ghgt-11-overview.html
http://www.ghgt.info/index.php?/Content-GHGT11/ghgt-11-overview.html
http://www.ghgt.info/index.php?/Content-GHGT11/ghgt-11-overview.html
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主にヨーロッパで今後開催される FP7 関連イベントを出来る限りまとめています。もし、掲載されて
い催しの情報やその他ご希望がありましたら是非ともお知らせ下さい。

分野 催し名 日付 場所 内容、ウェブサイト等
ICT Global Wordnet Conference 2012 9-13 January 

2012
Matsue,
Japan

http://www.globalwordnet.org/gwa/
conf_12.htm
http://lang.cs.tut.ac.jp/gwc2012/

ICT The 4th EU-Japan Symposium on New 
Generation Networks and Future 
Internet

9-13 January 
2012

Tokyo,
Japan

http://www.nict.go.jp/en/info/event/
120119.html

Transp
ort

Clean Sky Info Day 20 January 
2012

Brussels,
Belgium

http://www.cleansky.eu/content/event/clean-
sky-info-day

Policy Destination Europe: Your Research and 
Innovation Opportunities

20 January 
2012

Cambridge, 
Massachusetts 
(USA)

http://destinationeurope.teamwork.fr /

Space Galileo Application Congress Prague 
2012

26-27 January  
2012

Prague, Czech 
Republic

http://www.galileoprague2012.eu /

Policy ERA Conference 2012 30 January 
2012

Brussels,
Belgium

http://ec.europa.eu/research/era/
consultation/era-wrap-up-event_en.htm

Health DIABESITY - A World-Wide Challenge 9-10 February  
2012

Brussels,
Belgium

http://ec.europa.eu/research/health/
events-12_en.html

Space SpaceEU 28-29 
February 
2012

Brussels,
Belgium

http://www.b2match.eu/spaceeu
（前項でご紹介しています。）

Space 6th International Conference I-ESA on 
Interoperability for Enterprise Systems 
and Applications

20-23 March 
2012

Valencia,
Spain

http://www.aidima.es/iesa2012/

Enviro
nment

Planet Under Pressure 26-29 March 
2012

London,
UK

http://www.planetunderpressure2012.net /

Transp
ort

Transport Research Arena 2012 - 
sustainable mobility through 
innovation

23-26 April 
2012

Athens,
Greece

http://www.traconference.eu /

Energ
y

18th Group Exhibit Hydrogen + Fuel 
Cells (Hannover Messe 2012)

23-27 April 
2012

Hannover, 
Germany

http://www.h2fc-fair.com /

ICT, 
Health

eHealth Week 2012 7-9 May 2012 Copenhagen,
Denmark

http://www.worldofhealthit.org /

Educa
tion

European Higher Education Fair 10-12 May 
2012

Tokyo(11-12) 
and Kobe (12),
Japan

Health 4th International Congress on Cell 
Membranes and Oxidative Stress Focus 
on Calcium Signaling and TRP 
Channels

26-29 June 
2012

Isparta, Turkey http://www.cmos.org.tr/2012/

Policy ESOF 2012 (Euroscience Open Forum) 11-15 July 
2012

Dublin,
Ireland

http://www.dublinscience2012.ie /

http://www.globalwordnet.org/gwa/conf_12.htm
http://www.globalwordnet.org/gwa/conf_12.htm
http://www.globalwordnet.org/gwa/conf_12.htm
http://www.globalwordnet.org/gwa/conf_12.htm
http://lang.cs.tut.ac.jp/gwc2012/
http://lang.cs.tut.ac.jp/gwc2012/
http://www.nict.go.jp/en/info/event/120119.html
http://www.nict.go.jp/en/info/event/120119.html
http://www.nict.go.jp/en/info/event/120119.html
http://www.nict.go.jp/en/info/event/120119.html
http://www.cleansky.eu/content/event/clean-sky-info-day
http://www.cleansky.eu/content/event/clean-sky-info-day
http://www.cleansky.eu/content/event/clean-sky-info-day
http://www.cleansky.eu/content/event/clean-sky-info-day
http://destinationeurope.teamwork.fr
http://destinationeurope.teamwork.fr
http://www.galileoprague2012.eu
http://www.galileoprague2012.eu
http://ec.europa.eu/research/era/consultation/era-wrap-up-event_en.htm
http://ec.europa.eu/research/era/consultation/era-wrap-up-event_en.htm
http://ec.europa.eu/research/era/consultation/era-wrap-up-event_en.htm
http://ec.europa.eu/research/era/consultation/era-wrap-up-event_en.htm
http://ec.europa.eu/research/health/events-12_en.html
http://ec.europa.eu/research/health/events-12_en.html
http://ec.europa.eu/research/health/events-12_en.html
http://ec.europa.eu/research/health/events-12_en.html
http://www.b2match.eu/spaceeu
http://www.b2match.eu/spaceeu
http://www.aidima.es/iesa2012/
http://www.aidima.es/iesa2012/
http://www.planetunderpressure2012.net
http://www.planetunderpressure2012.net
http://www.traconference.eu
http://www.traconference.eu
http://www.h2fc-fair.com
http://www.h2fc-fair.com
http://www.worldofhealthit.org
http://www.worldofhealthit.org
http://www.cmos.org.tr/2012/
http://www.cmos.org.tr/2012/
http://www.dublinscience2012.ie
http://www.dublinscience2012.ie
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5. 公募情報

ニュースレター発行時点での最新の情報をお送りしております。2011年7月に出された公募の多くは
締切られたか締切りが間近に迫っています。公募のページには多くの書類が掲載されていますが、一
番重要なのが以下の書類です。

�$�B�M�M���p�D�I�F： 公募の文面
�8�P�S�L���Q�S�P�H�S�B�N�N�F： 各分野の年次計画。公募されている分野の詳細や今後の予定
�(�V�J�E�F���G�P�S���B�Q�Q�M�J�D�B�O�U�T���	�D�P�N�N�P�O���Q�B�S�U)： 応募にあたって注意すべきこと
�(�V�J�E�F���G�P�S���B�Q�Q�M�J�D�B�O�U�T���	�B�O�O�F�Y�F�T�
： 特定の公募に関する追加情報

���������Þ�ç�Å�Ì�ž�è���U���'�1�������È���t

2012年1月から、モルドバ共和国が14番目の FP7 関連国となり、EU 加盟国と併せ、41の国と地
域が FP7 に参加することになります。これに併せ、既に出いているマリー・キュリーアクションな
どでは、既にモルドバを関連国として扱った応募を受け付けています。

���������Ô�Š�T�’�w� �7�U�D�ó�s�'�1���¬�7�°�a

以下に、現在出ているFP7の公募のうち、日本からの応募が可能なものをリストにまとめました。緑
色のものは、特に日本からの参加をターゲットにした部分のある公募や日本からの参加者・機関に助
成金の出る可能性のあるものです。

略号一覧：
NMP: Nanosciences, nanotechnologies, materials and new production technologies; ENV: 
Environment; TPT: Transport, KBBE: Food, Agriculture and Fisheries, and Biotechnology; SSH: 
Socio-economic sciences and the humanities; IRSES: International Research Staff Exchange 
Scheme; INFRA: Research infrastructures; SME: Research for the benefit of SMEs; REGIONS: 
Regions of Knowledge; REGIPOT: Research potential of Convergence Regions; SIS: Science in 
society; COH: Support to the coherent development of research policies; INCO: International 
Cooperation
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http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-ICT-2011-8
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-ICT-2011-8
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-ICT-2011-C
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-ICT-2011-C
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�1�F�P�Q�M�F �*�3�4�&�4 FP7-PEOPLE-2012-IRSES 18 January 2012 at 17:00:00 
(Brussels local time)

�1�F�P�Q�M�F �*�5�/ FP7-PEOPLE-2012-ITN 12 January 2012 at 17:00:00 
(Brussels local time)

�$�B�Q�B�D�J�U�J�F�T�3�&�(�*�0�/�4 FP7-REGIONS-2012-2013-1 31 January 2012 at 17:00:00 
(Brussels local time)

�$�B�Q�B�D�J�U�J�F�T�3�&�(�*�1�0�5 FP7-REGPOT-2012-2013-1 03 January 2012 at 17:00:00 
(Brussels local time)

�$�B�Q�B�D�J�U�J�F�T�4�*�4 FP7-SCIENCE-IN-
SOCIETY-2012-1

22 February 2012 at 17:00:00 
(Brussels local time)

�$�B�Q�B�D�J�U�J�F�T�$�0�) FP7-COH-2012-Procurers 05 January 2012 at 17:00:00 
(Brussels local time)

http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-NMP-2012-SME-6
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-NMP-2012-SME-6
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-ERANET-2012-RTD
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-ERANET-2012-RTD
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-NMP-2012-CSA-6
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-NMP-2012-CSA-6
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-ENERGY-2012-2
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-ENERGY-2012-2
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-TRANSPORT-2012-MOVE-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-TRANSPORT-2012-MOVE-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-TRANSPORT-2012-MOVE-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-TRANSPORT-2012-MOVE-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-SSH-2012-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-SSH-2012-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-SSH-2012-2
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/cooperation?callIdentifier=FP7-SSH-2012-2
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/people?callIdentifier=FP7-PEOPLE-2012-IRSES
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/people?callIdentifier=FP7-PEOPLE-2012-IRSES
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/people?callIdentifier=FP7-PEOPLE-2012-ITN
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/people?callIdentifier=FP7-PEOPLE-2012-ITN
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/capacities?callIdentifier=FP7-REGIONS-2012-2013-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/capacities?callIdentifier=FP7-REGIONS-2012-2013-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/capacities?callIdentifier=FP7-REGPOT-2012-2013-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/capacities?callIdentifier=FP7-REGPOT-2012-2013-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/capacities?callIdentifier=FP7-SCIENCE-IN-SOCIETY-2012-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/capacities?callIdentifier=FP7-SCIENCE-IN-SOCIETY-2012-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/capacities?callIdentifier=FP7-SCIENCE-IN-SOCIETY-2012-1
http://ec.europa.eu/research/participants/portal/page/capacities?callIdentifier=FP7-SCIENCE-IN-SOCIETY-2012-1
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6. プロジェクトデータベースへの登録のお願い

プロジェクトに関する情報をお送りするために、データベースへの登録をお願いしております。プロ
ジェクトウェブサイトからの登録に加え、メールやファックスにて、以下の情報をお送りいただいて
も結構です。

http://www.j-bilat.eu/registration/

Registration for the project database can be done through the following website, or by 
sending the information listed below to the project manager.

http://www.j-bilat.eu/registration/

! �5�J�U�M�F�y�	�.�S�����.�T�����%�S�����1�S�P�G���


! �4�V�S�O�B�N�F�y
O

! �/�B�N�F�y�Ê
²

! �1�P�T�J�U�J�P�O�y�þ	ì

! �"$•�M�J�B�U�J�P�O�y	t��

! �.�B�J�M�J�O�H���B�E�E�S�F�T�T�y	t��
Œ	E	t (optional)

! �&���N�B�J�M���B�E�E�S�F�T�T�y�Ý�”�ç�ž�Å�è�µ��

! �5�F�M�F�Q�I�P�O�F���/�P���y�?�é (optional)

! �'�B�Y���/�P���y�Ñ�•�¿�«�µ�� (optional)

! �"�S�F�B���P�G���J�O�U�F�S�F�T�U��(multiple choice from the following list:

Health; food, agriculture and biotechnology; information and communication 
technologies (ICT); nanosciences, nanotechnologies, materials and new production 
technologies; energy; environment (including climate change); transport (including 
aeronautics); socio-economic sciences and the humanities; security; space; 
other “                                      ”

�µ�¯�w�K�”
ü�ú （複数可）
保健・食料・農業・漁業・バイオテクノロジー・情報通信技術・ナノ科学及びナノテクノロ
ジー・材料及び新生産技術・エネルギー（原子力を除く）・環境（気候変動を含む）・運輸
（航空を含む）・社会経済科学及び人文科学・宇宙・安全・原子力・
その他 「　　　　　　　　　　　　」

http://www.j-bilat.eu/registration/
http://www.j-bilat.eu/registration/
http://www.j-bilat.eu/registration/
http://www.j-bilat.eu/registration/
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7. 欧州連合加盟国紹介　その15　スウェーデン

欧州連合加盟国の特に研究開発に関し、順次簡単な紹介をしています。

漢字表記：瑞典（略称 瑞、典）

面積： 450,295 平方キロ

主要都市: ストックホルム（首都）、イェーテボ
リ、マルメ、ウプサラ、リンシェーピング

人口： 526 万人（2009）

公用語：スウェーデン語

宗教：福音ルーテル派プロテスタント 87%

名目GDP： 444.6 bn USD (2010)
産業構成GDP:
   農業:   1.7 %
   工業:   26.1 %
   サービス業: 72.2 %

科学・技術：
国全体の研究開発支出（Gross Domestic 
Expenditure on R&D；GERD）：GDPの3.75% 
(2008)
研究開発費の出所
政府　22.2%       民間　64.0%

スウェーデンは欧州連合加盟国の中でもトップクラス
の科学・技術力を誇り、2010年のイノベーション連合
スコアボードでも、EU加盟国中イノベーション力で
トップに立っている。EU が長年目標としている 
GERD/GDP ３％ を達成している数少ない国である。

科学・技術への助成に関し、予算規模の大きな2つを挙
げておく。

Swedish Research Council (Vetenskapsrådet；教
育科学省下で基礎科学に助成)
http://www.vr.se/
Swedish Governmental Agency for Innovation 
Systems (VINNOVA；技術やイノベーション、交通等
の分野) 
http://www.vinnova.se/
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